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日 本未記録の広 食性ハ ダニ Tetranychus neocaledonicus 

の奄美大 島 か ら の発見

は じ め に

奄美大 島 の笠利町 (鹿児島県大島郡) でのパ ッ シ ョ ン

ブ ル ー ツ の ハ ウ ス 栽培 に お い て ， 2001 年 1 月 ， 葉 に 赤

色 の ハ ダニ が多発 し て い る 株が あ る こ と が発見 さ れ， こ

の ハ タゃニ は， 名瀬農業改良普及所か ら 県農業試験場大島

支場 に 持 ち 込 ま れ た 。 筆 者 の 一 人 山 口 ( 当 時， 大 島 支

場) は， こ の ハ ダニ標本 を 江原 に 送付 し て 同定 を 依頼 し

た 。 そ の研究の結果， 本ハ ダニ は ， こ れ ま で 日 本国 内 か

ら は 未 発 見 の 種 で あ る Tetranychus neocaledonicus と

同 定す る こ と がで き た 。

こ の ハ ダニ の既知分布域 は ， 広 く 世界の 熱帯お よ び亜

熱帯 に わ た り ， 日 本近隣で は 中 国南部， 台湾， 東南 ア ジ

ア な ど に い る 。 海外で は ， 極 め て 多 数の種類の植物 に 発

生 ・ 加害 す る こ と が知 ら れて い る 普通種で， 農業上の 主

要 な有害 夕、ニ のーっ と な っ て い る 。 こ の た め 本種 は ， 今

後， 我が国の 農業関係者が注意 ・ 警戒す べ き ハ ダニ のー

っ と い え よ う 。

本文 で は ， こ の ハ ダニ の 形態， 分布， 寄主植物， 生態

な ど に つ い て 紹介 し ， 関係 の 方 々 の ご参考 に 供 し た い。

I 形 態 な ど

学名 Tetranychus neocaledonicus ANDllr， 

英名 Vegetable mite， vegetable spider mite 

和名 ナ ン セ イ ハ ダニ (新称)

所属 ハ ダニ上科ハ ダニ科

雌 (図 1， A， C ，  D) : 胴体 は Tetranychus 属 の 他 の

種 と 同様， 背面か ら 見 る と ほ ぼ楕 円 形。 体長 ( 口 吻 を 含

む ) は 546 μm 内 外， 体幅 は 357 μm 内 外。 胴体 は く す

ん だ赤色で， 不規則 な暗色斑が主 に 両側縁沿 い に 見 ら れ

る 。 脚 は 淡黄色。 胴背毛 は起点 間 の 間隔 よ り も は る か に

長 い。 背中後体毛 の 第 3 対 と 第 4 対の 聞 に は皮膚条線が

横走す る 顕著 な 区域があ り ， こ の 区域 の輪郭が菱形 ( ダ
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イ ヤ形) を 呈 す る こ と は ， 本種がナ ミ ハ タ+ニ や カ ン ザ ワ

ハ ダニ と 同様， urticae クソレ ー プ に 属 す る こ と を 示 し て

い る 。 後体部背面の皮膚条線の葉状構造 は 半 円 形 に 近 い

も の が多 い 。 周 気管 は 本 属 の 他種 同 様， 強 く U 形 に 曲

が っ て い る 。 生殖 口 蓋 は横条 を ， 生殖口蓋 の す ぐ 前 の 領

域 は縦条 を 持つ 。

触肢 の 出 糸突起の長 さ は 幅 の 約 2 倍。 脚 の 各環節の持

つ通常毛 と ソ レ ニ ジ オ ン の 数 は 通常 ど お り で あ る 。 第 I

脚附節 は二重毛 の基方組 よ り も 基方 に 4 通常 毛 を 持 ち ，

基方組 と ほ ぼ同 じ レ ベ ル に l ソ レ ニ ジ オ ン を 持 つ 。 脚 の

爪間体 (途中 で通常 ど お り 3 対 に 分岐) は 正中 背部 に 爪

状突起 を 欠 く 。

雄 (図一1 ， B， E， F， 図ー2， A�F) : 体 長 ( 口 吻 を

含 む) は 376 μm 内 外， 体幅 は 185 μm 内 外。 胴部 は 樟

色。 挿入器 の後部 は背方 に 曲 が り ， 徐々 に細 く な り な が

ら 端 末 の 肥 大 部 (直 径 約 3 μm) に 終 わ る 。 肥 大 部 は

前 ・ 後両端部 (前端部 の 方 が顕著) と も 丸み を 帯 び て い

る 。 肥大部の 上縁 ほ ぽ中央 に く ぼ み が あ る 。 出 糸突起 は

細長 い。 第 I 脚の爪間体 は 正 中 背部 に 顕著 な 1 爪状突起

を持つ o

卵 : 産卵直後 は 透 明 で あ る が， 次 第 に 淡 燈 色 に 変 わ

る 。

検鏡標本 : 18 雌 と 9 雄， 鹿 児 島 県 大 島郡笠利町字宿，

パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ (ハ ウ ス 栽 培) の 葉 裏， 2001 年 1

月 19 日 採集 (採集者， 中 川 路 光庸) 。

こ の ほ か に ， 台湾産 ( チ ー ク ， マ ルパデ イ ゴ， ナ ン バ

ン カ ラ ス ウ リ な ど か ら ; ElIARA， 1 969) お よ び 香 港 産

(バ ナ ナ か ら ; EIIAHA and LI'E. 1971) の雌， 雄標本 も 検

し 得 た 。

備考 T neocaledonicus は ， ニ ュ ー カ レ ド ニ ア の ワ

タ か ら 採集 さ れた 雌標本 だ け に 基 づ い て ANDllË ( 1933) 

に よ っ て 記載 さ れた 。 そ の後， 四半世紀 を 経過 し て よ う

や く 雄の正体が明 ら か に さ れ (ANDRÉ， 1959) ， こ れ に よ

っ て T cucurbitae RAIIMAN and SAPRA， 1940 ( イ ン ド の

種々 の 野菜， タ チ ア オ イ な ど か ら 記載) と T equator­

ius MCGREGOR， 1950 (ハ ワ イ の イ ン ゲ ン マ メ か ら 記載)

と が， neocaledonicus の 下位 同物異名 で あ る こ と が， 初

め て 明 ら か と な っ た 。
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図 - 1 ナ ン セ イ ハ ダニ

A�B : 触肢 の 末端部 と 別 の 触肢 の 出 糸 突 起 ( 奄 美 大 島産， 江原原図) ， A : J雄， B : 雄， C 

�F : 脚の附節 と 腔節 (台湾産 ; EIlARA， 1 969 よ り 一部修正) ， C : 雌 の 第 I 脚， D : 雌 の 第

11絢， E : 雄の第 I 脚， F : 雄の第 11 脚.

一二芳 一二ク 二二ぞ

二元 \ク J二号

てゴ Jゴ ヨ
図-2 ナ ン セ イ ハ ダニ と カ ン ザ ワ ハ ダニ の掃入器 (江原

原図)
A�F : ナ ン セ イ ハ ダ ニ (A�C : 奄 美 大 島 産， D
�E : 台湾産， F : 香港産) ， G�I : カ ン ザ ワ ハ ダ ニ
(G : 山 梨 県 産， ク ワ ， H : 鳥 取 県 産， ア カ メ ガ シ

ワ ， 1 : 鹿児島 県産， エ ン ド ウ ) .

本種の 挿入器 は ， 末端 に 丸 い 肥大部 (直径約 3 μm)

を 持つ こ と が特徴で あ る (図-2 ， A�F) 。 細 か く 見 る と

肥大部の 前端部 は顕著で， 多 少 か ど ば る こ と も あ る が，

お お む ね丸 く ， 一方， 肥大部 の 後端部 は 不顕著で (柄部

と の境 が は っ き り し な い ) ， 常 に 丸 い 。 肥 大 部 上 縁 の ほ

ぽ 中 央 に く ぼ み が あ る 。 な お， カ ン ザ ワ ハ ダ ニ ( T

kanzawai KISHlDA) の挿入器 は ， や や似 て い る も の の ，

肥大部 の 直 径 が よ り 大 で あ り (約 4 μm) ， か つ そ の 後

端 は 鋭 く と が っ て い る の で， 両 者 の 識別 は 容 易 で あ る

( 図 2， G�I) 。 し か し な が ら ， 挿 入 器 が正 確 に 真横 に

置かれて い な い場合や低倍率の検鏡下の粗い観察 で は ，

両種の挿入器 は 混同 さ れ る か も し れ な い の で， 注意が必

要 で あ る 。

本研究で調 べ た 奄美 大 島 の 標本 で は ， 雌 の後体背面 に

あ る 横 条菱形域 の 面積 は ， か な り 変異 が あ る 。 す な わ

ち ， urticae グ ル ー プ に 属 す る 他 の 種 で は そ う 頻繁 に は

見 ら れ な い よ う な 極 め て 狭い 菱形域 を 持 つ 個体 も い く つ
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か見 ら れ た 。 な お， JEI刊ON et a l .  ( 1 975) は， 本種では
雌の第 1 J肉l附節の通常毛が二重毛の基方組 と 若者状 に 配列
し て い る と 記述してい る が， こ れは何かの 間違いで， そ
の よ う な事実 は認め ら れ ない。

H 分布 ・ 寄主植物

本種の分布 は 次の よ う であ る 。 卜| 本 (新記録: 奄美大
島) ; 中国本土 (広東 ・ 雲南の両省， 香港) ， 海南島， 台
湾， タ イ ， マ レ ー シ ア ， フ ィ リ ピ ン， イ ン ド ， パ キ ス タ
ン， イ ラ ン， エ ジ プ ト ， セ ネ ガル， ナ イ ジ エ リ ア ， カ メ
/レー ン， コ ン ゴ， ケ ニ ア ， ア ン ゴ ラ ， ザ ン ビ ア ， マ ラ ウ
イ ， ジ ン パ プエ， モ ザ ン ピー ク ， 南 ア フ リ カ ， マ ダガス
カ jレ， セ イ シ ェ ル， モ ー リ シ ャ ス， レ ユ ニ オ ン 島 ; ア メ
リ カ ( フ ロ リ ダ州 お よ びニ ュ ー ヨ ー ク 州 ロ ン グ ア イ ラ ン
ド 島 の温室) ， ホ ン ジ ュ ラス， コ ス グ リ カ ， パ ハ マ ， キ
ュ ー ノ �， プエ ノレ ト リ コ ， ト リ ニ ダー ド ， ペ ネ ズ エ ラ， ぺ
lレ ー， ブ ラ ジ /レ， ハワ イ ， グ ア ム ， ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ，
ブ ィ ジ ー な どの太平洋の島 々 ， パ プア ニ ュ ー ギ ニ ア ， オ
ース ト ラ リ ア ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 。

要 す る に 熱帯 ・ 亜熱帯に 広 く 分布す る 種 であ る 。 中 国
の大部分 ・ 朝鮮半島 を 含 む ア ジ ア の北部 ・ 中部， ヨ ー ロ
ツ パ， カ ナ ダ お よ び メ キ シ コ か ら は 見い だ さ れ て い な
し '0

こ の た び， 日 本で は ハ ウス栽培中 の パ ッ シ ョ ン フ ル ー
ツ ( ク ダモ ノ ト ケ イ ソ ウ) か ら 見つ か っ た が， 海外では
280 属 430 種の植物が寄主 と し て 記録さ れ てい る 広食性
の種であ る (BOLl 八ND et a l . ，  1 998) 。 マ ダガス カ /レでは，
全島 に 産 す る 被子植物総穏数の ほ ぼ 3 分の 1 が， こ の ハ
ダニ の 寄生 を 受 け る と い う (GUTIEIIIIEZ， 1976) 。

日 本 と 近隣の中国南部 ・ 台湾 お よ び東南ア ジ ア に お け
る 主 要 な 寄 主 植 物 は， 次 の と お り で あ る (RIMANDO，
1962 ; Lo， 1 968， 1 969 ; E I li\ III\， 1 969 ; BAKEII， 1 975 ; 王，
1 9 8 1  ; 馬 ら ， 1 984 ; CORPUZ-RAIIOS， 1 989 ; そ の 他) 。 パ パ
イ ヤ， ノ て ナ ナ ， モ モ ， ナ シ， ウ メ ， タ イ ワ ン リ ン ゴ， ノ て
ン レ イ シ， コ ノT ラ ミ ツ (A rtoca1'þus inlegra) ， ナス， サ
ツ マ イ モ ， ジ ャ ガ イ モ ， ノ T ッ シ ョ ン フ ルー ツ ， ト ウ モ ロ
コ シ， シ ソ ， ト ウ ゴ マ ， タ ノ て コ ， ク ワ， チ ー ク ， マ /レ ノ f
デ イ ゴ， カ イ エ ン ブ ッ 卜 ， カ ポ ッ ク ， Hibiscus， ニワ ト
コ ， ワサ ビ ノ キ ， ア メ ダマ ノ キ ， テ ン グパ‘ ナ ， プー ゲ ン
ビ リ ア， ク ロ ト ン， コ ン ロ ン カ ， ク ヌ ギ， キ ン コ ジ カ ，
イ ノ コ ズ チ， ア マ ラ ン サス， ナ ンノ て ン カ ラス ウ リ ， ブ ッ
ド レ ア ， カ ミ メ ボ ウ キ ， )レ エ リ ア ， タ マ シ ダ (Ne­

jJMol，ゆis e.xaltat，α) な ど。
こ れ ら 以外で他地域 に おい て 寄主 と な っ てい る 主な植

物 は 次の と お り (PIIITC I IA IW ancl BAI<EII， 1 955 ; GUPTA， 

1 985 ; OCI IOI\ et a l . ，  1 994 ; そ の他) 。 カ ン キ ツ 類， マ ン
コ'一， ブ ド ウ， イ チ ジ ク ， コ コ ヤ シ， キ ャ ベ ツ ， カ リ フ
ラワー， タ。イ コ ン， キ ュ ウ リ ， ス イ カ ， メ ロ ン ， カ ボ チ
ャ ， ヘ チ マ ， ト マ ト ， イ ン ゲ ン マ メ ， ラ ッ カ セ イ ， タ ロ
イ モ ， オ ク ラ， ワ タ ， キ ャ ツ サ ノ '\'， テ ン サ イ ， カ ー ネ ー
シ ョ ン， パ ラ ， ガ ー ベ ラ ， グ ラ ジ オ ラス， タ チ ア オ イ ，
ア ル フ ア ノレ フ ァ ， ソ ル ガ ム ， ホ テ イ ソ ウ， ク ズ ウ コ ン
( Mαnmla) ， ジ ャ ス ミ ン ， ビ ャ ク ダ ン ( Cil1Choηα) ， セ
ン ダ ン グサ な ど。

Vegetabl巴 mi te の 英名 が 示 す よ う に ， イ ン ド で は 古
く か ら 最 も 重要 な 野菜害虫 の 一 つ で あ る と い う (GUPTA，
1 985) 。 し かし な が ら ， 前記の よ う に ， 本 経 の 寄主植物
はll-J菜， 果樹， 特用作物， 草本， 花 き ， 庭木， 林木な ど
に わ た り ， 極 め て 広範 で あ る 。

回 生 態 ・ 被 害

奄美大J誌でハ ウス栽培の パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ に こ のハ
ダニが多発した 。 彼 ら の生息場所 な ら び に 産卵場所 は 主
に梨の長商で (図-3， 4) ， 糸 (網) の 形成が顕著であ っ
た 。 加害部 は 白 く ， か す り 状 を 呈 す る (匡ト5) 。 被 害 の
大 き か っ た 株 は ， や が て 栽培者 に よ っ て株 ご と 堀 り 取 ら
れ て 廃棄 さ れ， 新しい苗が植 え 付 け ら れた 。 こ の た め そ
の後の調査では， 多 発跡、 に 隣接 す る 株 で ご く 少数の個体
を認め る のみであ っ た 。

本 租 の 生活 史 は 早 く か ら イ ン ド で研 究 さ れ て い る
( RI\ I I �IAN ancl SAPHA， 1 946 ; K I IOT and PATEL， 1 956) 。 そ の
概要 は， J EI引きON et al .  ( 1 975) ， Gu円 八 ( 1 985) ， MEYEH 
( 1 996) な ど に 紹 介 さ れ てい る 。 卵 は 3�9 日 でふ化し，

図 - 3 パ ッ シ ョ ン フ ル ーツ築上 の ナ ン セ イ ハ ダニ 雌 ，

若虫， !JI'I ( J JJ 口tM1i�)
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図 4 パ ッ シ ョ ンプ ノレーツ架上のナンセ イ ハ ダニ ー 雌 と

司王虫 ( 1 I J IItM)�) 

図 - 5 ナンセ イ ハ ダニ に よ る パ ッ シ ョ ン フ ルーツの梨の

被告痕 ( � IJ 口搬彩)

ま た 約 350C， 湿度約 85%の も と で は卵 は死亡し， 幼虫
が成虫 に ま で発育す る こ と は な い 。

本tmは最適条件下で は年間 に 最大 32 世代 を 繰 り 返 す 。
受精附i は雑草 な ど で越冬す る 。 温暖な地域 で は休眠 を せ
ず， 一年中食物 を取 り ， 生 殖 を 行 う 。

越 冬 の 終 わ っ た 雌 は 春 に な る と 急速 に 個 体 数 を 増 や
し， 好 ん で ウ リ 科な ど の lli-r菜類 へ移動す る 。 こ こ で増殖
し て 個体数 は 5 月 �7 月 中旬 に ピ ー ク に 達 す る 。 個体数
は 7 月 下旬�8 月 に 減少し て い き ， そ れ以 降 は ， 主 と し
て 好適寄主 上 に お い て 卵 だ け が見 ら れ る 程度 と な る 。
9� 1 0 月 に は再び加害が増加す る が， こ の場合 に は 主 に
雑草類で増 え る 。 受精雌 は キ ャ ベ ツ や カ リ フ ラワ ー の よ
う な冬作物 に 移動 す る こ と が あ り ， そ こ で 12�2 月 ま で
活動して い る 。 受精雌iの越冬場所 は冬作物 ま た は新車で
あ る 。

P UTTAS\\ 八九IY a n CI C I IANNABAS川 ANNi\ ( 1 9 8 2 )  は
23�260C， 相対湿度 7 4�81 % の も と で飼 育 し て ， 寄 主
植物の種類 に よ る 発育の差 を 調 べ た 。 キ ャ ッ サ パ に お け
る 卵 か ら 成虫 ま での発育期 間 は， ト ウ コe マ ， ア マ ラ ン サ
スお よ び ク ワ に お け る よ り も 有意 に 長 く かか る こ と が分
か っ た。 こ れ ら の寄主 で発育した雌成虫の生殖力 を比べ
る と ， キ 】V ツ サ パ で、育 っ た雌が著し く 低 い (雌 1 頭あ た
り の総産卵数 は 87 卵 な の に ， ト ウ ゴ マ で は 2 1 0 卵) 。 ち
なみ に ， 本種の詳細! な 生態学的研究 は GUTIEll1�E7. ( 1 976) 
に よ っ て な さ れて い る 。

お わ り に

今 ま で に 日 本国 内 か ら 報告 さ れ た こ と の な か っ た ナ ン
セ イ ハ ダニ が， 奄美大島でハ ウス栽培 中 の パ ッ シ ョ ン フ
ル ー ツ の葉か ら こ の た び発 見 さ れ た 。 こ のハ ダニ は， 海
外 の 熱帯 ・ 亜 熱 帯 に 広 く 分 布し， 野 菜， 果 樹， 特 用 作
物， 観D用植物な ど に わ た る お びた だし い 積類の植物 に
寄生す る 普通種であ る 。 こ れ ら の楠物の 中 に は 多数の重
要作物 を 含み， 特 に 野菜の害虫 と して 悪名 が高 い。 こ れ

幼虫 ・ 第l若虫 ・ 第 2 若虫 の 経 過 上| 数 は そ れ ぞ れ 3�5 ま で に 国 内 か ら 女11 ら れ て い た Tetranychus 属 の 種 は 1 0
日 ， 3� 4 1三1 ， 2�5 日 ， ふ 化 か ら 成虫 ま で に 要 す る 最短 種 ( ハ ダニ 科の 日 本 の 穏 は 78 種) で あ っ た が (EI IA I<A
日 数 は 1 0� 1 3 日 であ る 。 産卵前期間 は 1 �2 日 ， 産卵後 1 999) ， こ の 種 を加 え て 1 1 種 ( ハ ダ ニ 科 は 79 種) と な
期 間 は 1 �3 日 で， 雌 の 寿 命 は 8�46 Fl (平均 32 日 ) ， っ た 。
雄の寿命 は 5�1 2 日 であ る 。 本種 は， 日 本の近 く で は 中 国南部 (雲南省， 広東省，

卵 は葉 (通常 は袋面) に 張 ら れた 糸 の網 に 産み付 け ら 香港) ， 海南島， 台湾， 東 南 ア ジ ア な ど に 分布して い る 。
れ る 。 附1' 1 頭 は l 日 に 最大 1 3 卵 を 産み， 一生 の う ち の こ の こ と か ら 考 え る と ， こ の た びの奄美大島か ら の発見
総産卵数 は 受精雌i で は 6 1 �93 (未受精JIUI で は 33�59) は， 今後， 南西諸島の ほ か の 島 か ら も 見 い だ さ れ る 可能
で あ る 。 温度約 260C， 相対湿度 30�50% の 発育最適条 性 を示唆し， か つ 寄 主 は パ ッ シ ョ ン フ ルー ツ に 限 ら な い
件下で は ， 卵 は 2 .5�3 日 でふ 化 す る 。 そ し て ， 相対湿 で あ ろ う 。
度が約 50%の も と での発育の閑温度 は 1 20C前後であ り 出家 な ど か ら の聞 き 取 り に よ れ ば， 奄美大 島 で は こ れ
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ま でに も ハ ウス栽培のパ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ の葉 に ， 赤い
ハ ダニ の発生が見 ら れた こ と は あ っ た と い う 。 しかし，
今回 の よ う な 多 発事例 は な し ま た 果実での被害が な か
っ た こ と か ら 問題視 さ れ な か っ た よ う であ る ( い う ま で
も な いが， 今後， パ ッ シ ョ ン ブ /レ ー ツ に 発生す る ハ ダニ
を ， 頭か ら ナ ン セ イ ハ ダニ と 決 め て かか る の は， も ち ろ
ん危険であ る ) 。

本種が海外 で は 有名 な重要害虫 (特に野菜の) で あ る
こ と か ら ， 日 本で も 今後 こ の ハ ダニ に つ い て ， 病害虫関
係者 は注意 ・ 警戒 を怠 ら な い よ う に す る 必要があ る と 思
わ れ る 。

ち なみ に ， 本 種 は ア ジ ア 大 陸南岸， 太 平 洋 の 島 々 ，
中 ・ 南米な ど汎太平洋地域 に広範 に 分布して い る の に ，
ア メ リ カ の西海岸や メ キ シ コ か ら い ま だ見つ か っ て い な
い の は， い ろ い ろ な意味で興味深 い。

な お ， ナ ン セ イ ハ ダニ に は， 形態上 ま っ た く 同一で，
区別 で き な い複数の 同胞種が含 ま れて い る こ と が以前か
ら 分 か っ て い る 。 す な わ ち ， マダガス カ ル に生息す る 本
種 に は， た が い に 生殖的隔離 (隔離の機構 は組み合わ せ
に よ り 種々 ) が あ る 5 つ の 同胞種が内在し て い る の で，
Tetmnychus n e o ca Ledo n icus は ， 厳 密 に は T
neocaLedoniαtS complex な の で あ る (GUT1EllREZ， 1976) 。

した が っ て ， こ のハ ダニ は ， 単 に 農業害虫 と して 重 要
で あ る だ け で は な く ， “種の 生物学" に お け る 諸問題 を
追求す る 良 い研究材料のーっ と な り う る も の と い え る 。

お わ り に ， 本研究 に お い て 有益な ご助言 を い た だ き ，
か つ 採集 に も ご協力 い た だ い た 鹿児 島県農業試験場大島
支場の瀬戸 口修支場長， お よ び採集 に ご協力下 さ っ た 鹿
児島県名瀬農業改良普及所の新村嘉章， 1:1コ川路光庸両氏
に対し， 深 く 感謝の意 を 表した い。
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